
補助金改革の方向

農林水産業・農山漁村の役割の発揮

首相官邸：政策会議・戦略本部
（本部長 内閣総理大臣）

連
携

意欲的な
生産者・地域の
後押し

農業者・農村の創意
工夫の発揮や挑戦を
後押しする基盤づくり

農政改革基本構想

食料・農業・農村政策推進本部

＋

○ 骨太な目的毎に統合 ○ 仕組みの転換

・入口重視から出口重視へ

成果目標を明示し事後評価を徹底

採択時審査を簡素化

・地域が提案するメニューも
補助の対象とする

・各メニュー間・地区間の
配分は地方の裁量に委ねる

農政改革の方向に沿った大胆な統合・交付金化
〔１７７事業を７つに統合〕

食の安心・安全確保

強い農業づくり

元気な地域づくり

バイオマスの環づくり

強い林業・木材産業づくり

強い水産業づくり

省庁間の連携の推進
～ 汚水処理、道路、漁港・港湾、海岸 ～

○地域の自主性・裁量性をより発揮できる制度の創設

市町村が複数の事業を
実施する場合に市町村
の裁量により事業間で
流用可能

助成金
（連携分）

農業集落排水施設等（農林水産省）

公共下水道
（国土交通省）

浄化槽
（環境省）

助成金
（連携分）

助成金
（連携分）

＜汚水処理の場合＞

も り

森林づくり

地域再生への農林水産省の取組み（予算関連）

今後の地域再生の推進にあたっての
方向と戦略

地域再生本部

知恵と工夫の競争のサポート・促進

自主裁量性の尊重、縦割り行政の是正、
成果主義的な政策への転換

民間のノウハウ、資金等の活用促進

視点

方向

地域が使いやすい仕組み

地域の自主性・裁量性の発揮

国と地方の連携による
施策の展開

地域からの提案


